
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地域を再発見して、地域活性化を考えよう！ 

 ７月９日（金）に２学年３９名が、企業・上級学校見学に出かけました。「サンワ株式会社 群馬工場」では工場見学・

企業説明を受けました。「先輩から就職に関する大事なことを聞けてよかった」「社員の方の『可能性を可能に変え

る』という言葉が心に響いた」という感想に生徒の職業観の深まりを感じました。 

また、「中央カレッジグループ各専門学校」では、動物・情報・保育・公務員等の各系統に分かれて体験学習を行

い、いっそう進学への意識が高まったようです。13 日に校内で実施した進路講話でも、リクルートの講師の方から

の、オープンキャンパス参加のメリットや参加時の注意点等の話を熱心に聞いていました。 

今後もよりよい進路選択のために、意欲的に進路学習に臨んでもらいたいと思います。 

 

進路・地域学習と 

ボランティア活動 号 

７月８日（木）に３学年選択科目、商業実践とフードデザインの選択者を対象に「ふるさと再発見 ヴァ

ーチャルツアー」を行いました。今回の地域学習では、「一般社団法人つなぐカンパニーながのはら」の方

にご協力をいただきました。 

３年生は 1年次に、ジオパーク見学やスノーシュー体験など、 

地域学習を経験していますが、講義内容に新たな発見があった 

ようです。浅間山から八ッ場ダムまでの地域の紹介を、興味深 

そうに視聴していました。２学期からは、今回の学習を生かし 

て地域活性化を考えていきます。やわらかな発想で、地元の魅 

力を紹介してくれることを期待します。 



令和 3 年 7 月 21 日（水）第 4 号（通算 197 号） 

https://naganohara-hs.gsn.ed.jp/  

[住所]群馬県吾妻郡長野原町与喜屋 21-1 

 [電話]0279(82)2388 [F AX]0279(82)2810 

群馬県立長野原高等学校 発行 

学校通信「ヤマすけ」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第３回ピア・サポート講習 『上手な気持ちの伝え方～アサーション～』 

７月７日（水）のアサーションの講習では、普段のコミュニケーションを漫画の

キャラクターを使って振り返り、アサーティブな言動について学びました。講義後

のグループワークでは、上級生がリードし、身近なトラブルを例に「相手を尊重し

つつ自分の気持ちを伝える方法」について考え、発表を行いました。自然に起こ

る拍手や頷きに、すぐに気持ちがほぐれたようで、グループワークの開始後すぐに

活発な話し合いとなりました。 

今日学んだことを生かし、自分も相手も大切にできるコミュニケーションを続け

てもらいたいと思います。 

昨年度から、長野原高校は「群馬県オリンピック・パラリンピック教育推進事業」の指定を受け、行事や授業、図書館

運営にオリンピック・パラリンピック関連活動を取り入れてきました。 

今年度長高図書室では、図書委員の生徒が１人１冊ポップを作成し「世界の国々の文化紹介コーナー」を設置し、

個人貸し出しと授業での活用を行っています。本活動を通じて得た気づきが、生徒たちに進路選択や他者理解、人生

を豊かにする一つの切っ掛けとなってくれたらと思います。 

 

長野原高校 ＨＰ 


